
 

 

第 3 回 A C M S コ ン ソ ー シ ア ム  技 術 交 流 会  
 

生 簀 養 殖 魚 の 計 数 と 新 技 術 開 発 の  
現 状 と 課 題  

 
開 催 日 時 :  令 和 ２ 年 2 月 ２ ８ 日 （ 金 ）   

  1 4 時 ０ 0 分 ～ 1 ７ 時 ０ ０ 分  ( 受 付 1 3 : 3 0 ~ )   

場    所 :  東 京 都 港 区 芝 浦 2 丁 目 1 4 番 9 号  

  一 般 社 団 法 人 日 本 海 事 検 定 協 会   

  東 京 第 一 事 業 所  ５ Ｆ 大 会 議 場  

   
 
 
 

開催趣旨  
Ｆ Ａ Ｏ の 報 告 で は 2 0 3 0 年 の 食 用 向 け 需 要 の ６ ２ ％ が 養 殖 水 産 物 で 占 め ら れ る と

予 想 さ れ て お り 、 養 殖 業 は 水 産 物 供 給 の 上 で 、 今 後 益 々 重 要 に な っ て く る と 思 わ れ ま す 。  
そ の 中 で 、 生 簀 内 の 確 か な 尾 数 管 理 は 、 給 餌 量 及 び 生 産 出 荷 量 の 調 整 を 行 う 上 で も

極 め て 重 要 で あ り 、 養 殖 現 場 か ら は 生 簀 内 の 飼 育 魚 尾 数 を 自 動 計 数 す る シ ス テ ム の 確 立
が 強 く 要 望 さ れ て い ま す 。 こ れ ま で に 私 た ち は マ グ ロ 生 簀 に お い て 、 マ ル チ 送 受 波 ソ ナ ー を
開 発 し 、 ピ ン ガ ー （ 超 小 型 超 音 波 発 信 装 置 ） を 組 み 合 わ せ た 生 簀 内 の 魚 尾 数 を 計 測 す る
手 法 を 提 案 し て き ま し た 。 す で に マ グ ロ 生 簀 養 殖 現 場 で 、 約 5 0 生 簀 の 計 測 実 績 を 経 て 、
高 い 評 価 を 受 け て い る と こ ろ で す が 、 マ グ ロ 以 外 の 魚 種 に も 応 用 で き る 計 測 方 法 に つ い て
も 今 後 検 討 し た い と 考 え て い ま す 。  
 そ こ で 、 本 技 術 交 流 会 で は 、 各 界 の 方 々 か ら 養 殖 業 の 近 代 化 に 向 け た 新 技 術 に 対 す る
期 待 と Ａ Ｉ ， Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 革 新 的 な 開 発 の 方 向 性 を ご 講 演 い た だ き 、 さ ら に 私 た ち
の 最 新 の 開 発 機 器 と 計 測 技 術 に よ る 幼 稚 魚 ・ 小 型 魚 及 び ブ リ ・ カ ン パ チ な ど の 他 の 魚 種 へ
の 応 用 事 例 の 一 端 を ご 紹 介 し 、 今 後 の 技 術 開 発 に 対 す る 貴 重 な ご 意 見 を 賜 り た い と 考 え
て お り ま す 。  

本 技 術 交 流 会 が 会 員 の 皆 様 及 び 関 係 者 と の 実 り あ る 情 報 交 換 の 場 に な り 、 日 本 の 養
殖 業 の 発 展 に 貢 献 で き る よ う な 議 論 の 場 に な る こ と を 期 待 し て い ま す 。  

 
 
交 流 会 ス ケ ジ ュ ー ル  
1 4 : 0 0 ～ 1 4 : 1 0   

開 会 挨 拶  
  Ａ Ｃ Ｍ Ｓ コ ン ソ ー シ ア ム 代 表 幹 事  濱 野  明  

 
第 １ 部   
1 4 : 1 0 ～ 1 4 : 4 0  
1 . 農 林 水 産 業 へ の 貢 献 を 目 指 し た 弊 庫 取 組 と A C M S コ ン ソ ー シ ア ム へ の 期 待  

西 川  洋 一 郎  （ 農 林 中 央 金 庫  Ｊ Ｆ マ リ ン バ ン ク 部 審 議 役 ）  
 
1 4 : 4 0 ～ 1 5 : 1 0  
2 .  養 殖 業 へ の Ｉ Ｃ Ｔ の 応 用  ―  期 待 さ れ る 科 学 的 根 拠 に 基 づ く 尾 数 管 理  ―  

山 本  圭 一  ( ( 株 ) N T T ド コ モ 地 域 協 創 ・ I C T 推 進 室 担 当 課 長 )  
 
 



 

1 5 : 1 0 ～ 1 5 : 5 0  
3 . 超 高 分 解 能 水 中 音 響 探 査 シ ス テ ム （ A q u a M a g i c ) の 開 発 と 生 簀 計 測 へ     

の 応 用  
笹 倉  豊 喜 （ ( 株 ) A q u a F u s i o n  C E O / 東 京 海 洋 大 学 客 員 研 究 員 ）  
松 尾  行 雄 （ 東 北 学 院 大 学 教 授 ）  

 
（ 休 憩 ）  1 5 : 5 0 ~ 1 6 : 0 0  
 
第 2 部  パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  
1 6 : 0 0 ~ 1 6 : 5 0  

総 合 司 会 ： 濱 野  明 ( A C M S コ ン ソ ー シ ア ム 代 表 幹 事 / 水 産 大 学 校 名 誉 教 授 ）  
   パ ネ リ ス ト ： 講 演 者 及 び 関 係 者  
 
1 6 : 5 0 ～ 1 7 : 0 0  

閉 会  挨 拶   
 
第 3 部  交 流 会 懇 親 会 （ 会 場 セ ッ テ ィ ン グ 後 ）  
1 7 : 3 0 ～ 1 9 : 3 0   

交 流 会 終 了 後 同 会 場 に て ケ ー タ リ ン グ 立 食 形 式  
懇 親 会 参 加 希 望 者 は 事 前 登 録 を お 願 い し ま す 。 （ 参 加 会 費 ： 3 , 0 0 0 円 ）  

  
                          会 場 案 内 図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お 問 い 合 わ せ ・ 申 し 込 み 受 付  

一 般 社 団 法 人  日 本 海 事 検 定 協 会    担 当 ： 稲 井 邦 夫   ( ＊ 横 浜 検 査 チ ー ム ）  
 ＊ ） 〒 2 3 1 - 0 0 0 2  

 横 浜 市 中 区 海 岸 通 1 丁 目 3 番 地    横 浜 第 一 事 業 所  横 浜 検 査 チ ー ム   
 T E L : 0 4 5 - 2 0 1 - 3 8 8 3  FA X : 0 4 5 - 2 0 1 - 2 8 5 8  
 E - m a i l :  k - i n a i @ n k k k . o r . j p  

 
交 流 会 参 加 希 望 者 は 、 2 月 1 4 日 （ 金 ） ま で に メ ー ル も し く は F A X で ご 回 答 く だ さ い 。  
尚 、 F A X で の ご 回 答 で は  別 紙 を ご 利 用 く だ さ い 。  
 
A C M S コ ン ソ ー シ ア ム ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p s : / / a c m s - c o n s o r t i u m . c o m /  
の 「 新 着 情 報 」 か ら も 別 紙 参 加 申 込 書 を ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す 。  

mailto:k-inai@nkkk.or.jp
https://acms-consortium.com/

